
血液内科の研修について



血液内科とは...

• 貧血や血小板減少といった日常診療でよく遭遇する病態に加え、
白血病・悪性リンパ腫・多発性骨髄腫といった造血器腫瘍や難病とされている
希少疾患まで多岐にわたります。

• 患者さんの入院期間も中長期であることから、コミュニケーションを
とりやすく、問診力の向上も見込めます。

悪性腫瘍に対して診断から治療まで一貫して自科で行い、
治癒を目指した治療が可能であることは血液内科の特徴の
ひとつであり大いなる魅力です！



血液内科治療の最終奥義

• 年間15～20件の移植療法を実施しています。

• 現在は自家移植やハプロ移植を含む同種移植、
臍帯血移植など、造血幹細胞移植にも様々な.    
バリエーションがありますが、
すべての移植に対応しています。

移植治療



手技を磨ける！

• 当科は内科の中でも手技が多い科です。

・CV

・腰椎穿刺+抗がん剤髄腔内投与

・骨髄穿刺 など

• 上級医の指導のもと、
初期研修医の先生にも積極的に手技を
経験してもらっています。 １ヶ月回ればCV見学件数＞５件も、

CVデビューもできます！



特に、内科医を
目指す先生たちへ

• 内科専門医取得のための要件（J-OSLER)で.   
必要な症例は、初期研修から計画的に集めない
と大変です...

• 特に、血液疾患領域は血液内科のある病院で
研修しないと集めるのが難しいです。

１ヶ月で必要な症例を
十分に経験できます!

ご利用は計画的に…



指導体制に自信あり！

熱心な指導医が多く、血液内科疾患に. 
限らず内科全般について講義もします.

赤羽先生が
ベストティーチャー賞

(2021年度)
受賞しました！

片桐先生が卒後臨床研修センターから
研修医教育に対する感謝状(稲垣教育賞)を

受賞しました!

片桐先生のレクチャー
・補液
・ステロイド
・抗生剤

何科に進むにしても
一生ものの知識に
なること間違いなし！



• 血液内科の初期研修では個々の目標に合わせた研修プログラムが行われ, 血液疾患に限らず.             
幅広い内科的知識(採血の読み方，輸液管理，抗菌薬)や,手技(末梢・中心静脈ライン確保や血液培養，
骨髄穿刺，腰椎穿刺など)を各々のエキスパートから学びます．

• 初期研修のはじめは指導医の指導のもとオーダリングや手技を覚え，回診やカンファレンス・ミニレク
チャーを通じて勉強し，慣れてきた頃は研修医自らアセスメント・プランを立案し指導医のフィード
バックの元に実践し，そこで得た事は当科・他科問わず必ず役に立つと思います．

• 研修医にとって1日1日が大きく成長できる貴重な場であり，当科で研修した先生方が各科で活躍して
ゆくことや，当科で一緒に働くことがあればとても嬉しく思います．

当院で初期研修→入局しました！



個別の希望・目標にあわせた指導を心がけています！



血液内科をローテートしてみましょう

きっと何かが変わるはず…

血液内科一同お待ちしています！


